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本稿では標準遮蔽コンクリート組成の適用方法検討に資するために、コンクリート組成変動が遮蔽外面の線量率

に与える変動を評価する感度解析の、実施計画、解析条件と進捗状況を紹介するものである。 
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1.はじめに 

遮蔽計算に用いる遮蔽材料組成データの標準化のための遮蔽材料標準作業会において、遮蔽コンクリート標準

組成の適用性検討の一環として、コンクリート組成の差異が、遮蔽透過後の線量当量率へ与える影響検討の計画を

策定した。この検討方針・検討条件・進捗状況について紹介する。 

2.感度解析の検討方針 
コンクリート組成の差異が遮蔽透過後の線量当量率へ与える変動の感

度検討は、遮蔽標準コンクリート組成の適用方法明確化と、遮蔽設計上

の余裕検討情報の準備を目的に、次のステップで実施する計画である。 
①既分析コンクリート組成データから設定されたコンクリート組成

(F02HT)を±3σ変化させた場合の、線量当量率への影響 
②典型的なコンクリート組成の差異の線量当量率への影響確認 
③遮蔽標準コンクリート組成に潜在する組成ばらつきによる線量当量

率変動幅の検討と、遮蔽設計上の想定余裕の検討。 
線量当量率の感度解析は、コンクリート組成の影響が明確に表れるよう

に、ANISN を用い図-1 に示す単純な球体系モデルで実施する。 
MCNP 等による解析も参考に実施する。ここで線源は、中性子線源として 235U、239Pu、252Cf の核分裂スペクト

ル、 BWR 生体遮蔽壁(BSW)の中性子スペクトルを想定し、γ線源は 60Co、137Cs、17N、核分裂スペクトルを考

慮する。 
さらに、水分が変化した場合の中性子線量当量率と 2 次γ線量当量率の変動スタディも、遮蔽標準コンクリート

組成適用方法検討の情報として実施する方針である。 

3.終わりに 
現時点で、コンクリート組成(F02HT)の感度解析が終了した(図-2 に事

例)。今後コンクリート密度の変動幅や、典型的組成に対する感度解析を

含め、標準コンクリート組成の適用方法を明確にするための検討情報を拡

充する。また、今後の検討も継続的に紹介し、その方法論や方向性につい

ての本会での議論を通じて、今後の標準化作業の参考としたい。 
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図-1 解析モデル 

 
図-2 線量当量率感度解析事例 
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